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 約 2000 種からなる化合物ライブラリーを用いたスクリーニングにより、acl5 変異株の葉脈に見られる
過剰な木部分化を亢進する化合物として 2,4-D イソオクチルエステル（2,4-D IOE）を発見した。2,4-D IOE
は、合成オーキシン 2,4-D の類縁体で、オーキシンに応答する DR5 プロモーター:レポーター遺伝子を組
込んだ植物が、2,4-D IOE 処理後にレポーターの高い発現を示したことから、IOE が分解されて 2,4-D を遊
離するオーキシン前駆体として働くことが示唆された。培地にサーモスペルミンと 2,4-D IOE を同時添加
したところ、2,4-D IOE による葉脈の過剰な木部分化を亢進する効果は、サーモスペルミンによって打ち消
された。また、木部分化の顕著な亢進効果は野生株では認められなかった。さらに、サーモスペルミンな




































は打ち消され，ザイレミンと 2,4-D IOE を同時添加すると，ザイレミンによる木部分化促進効果がさ
らに増強した。ザイレミンがサーモスペルミンの合成を阻害したため，2,4-D IOE のオーキシンとして
の効果が抑制されず木部分化が増強したと考えられる。以上，サーモスペルミン合成阻害剤としてザ
イレミンの効果が実証された。サーモスペルミン，ザイレミン，2,4-D IOE の組み合わせ投与は，木質
バイオマスの制御に広く応用が期待される。 
本研究成果は，植物の維管束木部分化におけるサーモスペルミンの作用機構の解明につながる重要
な知見を含み，博士の学位に値すると判断した。 
